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　町職員有志によ
る「食べて応援！弟
子屈エール弁」の取
り組みが行われ、２
月12日に１回目の
お弁当が届けられ

ました。この取り組みは新型コロナウイルス感染症の影響
を受け観光客が減少している飲食店のお弁当を食べて応援
しようと行われたもので、毎週金曜日に仕出し弁当などを
注文。昨年の４月から６月にかけても同様の取り組みが行
われていました。この日はおよそ町内の８店舗から125食が
届けられました。３月26日までの毎週金曜日に計６回実施
する予定です。

　弟子屈高校（濵村隆康校
長）では、1月20日、21日
の２日間にわたって弟子
屈小学校（大西展史校長）、
弟子屈中学校（木村郁夫校
長）で授業見学や補助など
を行いました。

　この事業は北海道教育委員会の主催で行われたもので、
小・中学校などでのインターンシップを通し、教員の魅力を
知ることを目的として行われました。生徒４人がキャリア
教育の一環として参加し、それぞれの学校で道徳や体育の
授業に参加したほか、休み時間などには生徒と交流するな
ど、子どもと直に触れ合う貴重な機会ともなりました。

　町総合計画町民評価委
員会（上村剛志委員長）か
ら２月２日、令和２年度
町民評価委員会意見書が
德永町長に手渡されまし
た。町民評価委員会は、第

５次弟子屈町総合計画の実施状況などを点検し、町長に対
し意見や提言を行います。今回は、令和元年度に実施された
町の事務事業を点検し、屈斜路の活用、特産品の開発の推
進、情報発信など16項目について提言しました。意見書を受
け取った德永町長は「まちづくりを進める上で町民の皆さ
んからの意見は非常に重要。この意見書内容を今後のまち
づくりに活かしていきたい」と話していました。

まちづくり計画の確実な推進を

町総合計画町民評価委員会から意見書が提出

意
見
書
を
手
渡
す
上
村
委
員
長

２月２日

　町は釧網本線美留和駅の
活性化事業として、美留和駅
の活用を検討するための実
証実験を２月15日から16日
の２日間、美留和駅前で行
い、町内外から約60人が参加

しました。当日は駅前にリゾートスタイルのキャンプ用のグ
ランピングテントとサウナ用テントが設置され、町内産の
ジャガイモを使用したイモ団子入りの温かいおしるこがふ
るまわれました。また、参加者には美留和駅に関するアン
ケートも実施され、参加者同士などで美留和駅の今後につい
てリラックスしながら話し合われました。今後はこの調査結
果なども参考に駅の活用について検討されます。

テ
ン
ト
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

令和２年度釧網本線活性化事業

美留和駅の活用を検討する実証実験を実施

食べて飲食店を応援！

「食べて応援！弟子屈エール弁」を実施
お
弁
当
を
受
け
取
る
職
員

２月12日

教員の仕事ややりがいを学ぶ

小・中学校にインターンシップ｜弟子屈高校
児
童
に
も
わ
か
り
や
す
く
話
を
伝
え
る

１月10～11日

２月15～16日

えこまち推進協議会エコ
ツーリズム推進部会（藤原仁
部会長）主催の「森のスノー
パーク」が２月2₀日、川湯エ
コミュージアムセンターと
その周辺で開催され、町内外
から約230人が参加しまし

た。今年は弟子屈高校（濵村隆康校長）の生徒が企画から参加。
当日もスタッフとしての参加やフィールド探究の発表など、
多くの場面で活躍しました。会場では、地元ガイドの指導のも
と、雪原をスキーで滑るクロスカントリースキー体験やホー
ストレッキング体験、ティピーテントでのたき火など、冬なら
ではの体験メニューを多くの方が楽しみました。

寒い冬を遊びつくす

森のスノーパークを開催
馬
と
い
っ
し
ょ
に
森
を
探
索

２月20日
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町の話題

CloseUp Topics

郵便局でさまざまな催し
田澤淳子さん写真展「弟子屈町の冬風景」
全日本年賀状大賞コンクール応募作品展

絵手紙摩周湖年賀状作品展
王鵬ミニ応援コーナー

　
町
内
の
郵
便
局
で
は
、
１
月
上
旬
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
屈
斜
路
郵
便
局（
三
塚
勝
也
局
長
）と

弟
子
屈
郵
便
局（
藤
原
将
男
局
長
）で
は

１
月
４
日
か
ら
28
日
ま
で
と
、
２
月
１

日
か
ら
26
日
ま
で
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
町

内
在
住
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
田
澤
淳

子
さ
ん
の
写
真
展
「
弟
子
屈
町
の
冬
風

景
」が
開
催
さ
れ
、町
の
冬
を
テ
ー
マ
に

し
た
幻
想
的
な
作
品
14
点
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
弟
子
屈
郵
便
局
で
は
、
同
写
真
展

の
ほ
か
、
１
月
４
日
か
ら
29
日
ま
で

全
日
本
年
賀
状
大
賞
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
作
品
展
を
開
催
。弟
子
屈
小
学

校
の
児
童
38
人
に
よ
る
、
新
春
ら
し

い
縁
起
物
と
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
描
か
れ
た
力
作
が
展
示
さ
れ
、
来

局
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
５
日
か
ら
19
日
に
か

け
て
は
絵
手
紙
摩
周
湖
（
藤
原
直
美

代
表
）
年
賀
状
作
品
展
が
今
年
も
開

催
さ
れ
、
干え

支と

や
お
正
月
、
季
節
な

ど
が
題
材
と
し
て
描
か
れ
た
、
手
書

き
な
ら
で
は
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
十
両
と
し
て
１
月
場
所

に
臨
ん
だ
王
鵬
に
エ
ー
ル
を
送
ろ

う
と
、「
王
鵬
ミ
ニ
応
援
コ
ー
ナ
ー
」

も
初
場
所
終
了
後
の
25
日
ま
で
開

設
さ
れ
ま
し
た
。コ
ー
ナ
ー
に
は
王

鵬
の
手
形
や
写
真
の
ほ
か
、
番
付
表

や
対
戦
相
手
、
決
ま
り
手
な
ど
を
記

し
た
勝
敗
表
も
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

写真展ではグッズの販売も

　
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会（
会
長
・

德
永
町
長
）
の
ア
ー
ト
＆
ア
ド
部

会（
今
井
善
昭
部
会
長
）主
催
、
弟

子
屈
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
木
暮

敏
男
会
長
）
共
催
の
「
極
寒
藝
術

祭
」が
、２
月
２
日
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。雪ゆ
き

杜も
り

野
外
美
術
館
と
ア
ー

ト
イ
ン
極
寒
藝
術
伝
染
装
置
内

で
、
世
界
各
国
の
現
代
ア
ー
ト
作

家
に
よ
る
多
く
の
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
８
日
に
は
同
ク
ラ
ブ
と
の

共
同
事
業
と
し
て
、
認
定
こ
ど
も

園
ま
し
ゅ
う（
鈴
木
幸
榮
園
長
）で

芸
術
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
。ぞ
う
組
の
園
児
35
人
が
、卒
園

記
念
制
作
と
し
て
陶
器
の
カ
ッ
プ

に
そ
れ
ぞ
れ
絵
付
け
を
行
い
、
世

界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
素
敵
な
カ
ッ

プ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。同
ク

ラ
ブ
会
員
も
会
場
に
集
ま
り
、
園

児
が
楽
し
そ
う
に
制
作
す
る
様
子

を
見
守
り
ま
し
た
。

　
２
月
12
日
に
は
美
留
和
小
学
校
（
松
田

芳
臣
校
長
）
の
児
童
４
人
が
作
品
の
見
学

に
同
美
術
館
を
訪
れ
、
今
井
部
会
長
か
ら

丁
寧
に
作
品
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。作

品
鑑
賞
後
は
児
童
に
よ
る
作
品
づ
く
り
も

行
わ
れ
、
同
校
６
年
生
の
八
幡
晴
輝
君
は

「
新
し
い
体
験
が
で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。ま
た
参
加
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
作
品
展
示
は
３
月
３
日
㈬
ま
で
行
わ
れ

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
は
。

極寒の中芸術に触れる
11th極寒藝術祭2021 in Teshikaga

大きな作品に歓声が

リー・クーチェ（台湾）さんの作品「Snow Words」

色とりどりの年賀状が番付表や手形を展示 作品を熱心に見つめる来局者

見守られながら楽しく制作


